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「特別支援学校用カリキュラム・マネジメント チェックシート」の開発と活用の成果 
－名古屋市立特別支援学校の学校経営評価－ 
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Development of " Special Needs School Edition Curriculum Management Check Sheet" 
and Accomplishment of Utilization 
− School Management Evaluation of Nagoya Municipal Special Needs School –
Kouya  MIURA 
The purpose of this study is twofold. First, we strive to develop a Curriculum 
Management Check Sheet for “special support schools." Second, if it is used by 
principals and school administrations at the Nagoya schools, their accomplishments 
will be made clearer. It is composed of one hundred items in regard to (1)the education 
goals of a school (2)the organization, implementation and evaluation of the 
curriculum (3)the support activities in regards to the editing of the curriculum, its 
implementation and the evaluation (4)the atmosphere among the teachers. As a 
result, compared to a year before, the evaluations of the curriculum and schools’ 
management improved at all of the schools. Therefore, it seems that the management 
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定値は，開始時が 1 点台～2 点台中間と低かった






























山形大学大学院教育実践研究科年報第 12 号(2021) 
表1 特別支援学校用カリキュラムマネジメント チェックシート（管理職用） 
Ⅰ 学校学部の教育目標について （ア．教育目標の設定・共有化＝P段階に対応） 




























４ ３ ２ １ ア 
Ⅰ-2 児童生徒の障害特性や実態及びニーズを具体的に把握（情報収集，測定，
データ化など）して，学校として取り組むべき課題を明らかにしている。 
４ ３ ２ １ ア 
Ⅰ-3 学校全体の障害特性や実態及び知的能力，その他の課題について，全教職
員の間で共有している。 
４ ３ ２ １ ア 
Ⅰ-4 学校学部の教育目標や重点目標は，児童生徒の障害特性や実態及び地域の
実情を踏まえて，バランス（知・徳・体）よく設定されたものである。 
４ ３ ２ １ ア 
Ⅰ-5 学校学部の教育目標や重点目標は，「児童生徒につけたい力」「めざす児童
生徒像」「将来の自立に向かう力」として具体的に記述されている。 
４ ３ ２ １ ア 
Ⅰ-6 学校学部の教育目標や重点目標は，達成度の測定や評価が可能な形式で表
現されている。 
４ ３ ２ １ ア 
Ⅰ-7 学校学部の教育目標について，児童生徒にも，折に触れ分かりやすく理解
を促している。 
４ ３ ２ １ ア 
Ⅰ-8 学校学部の教育目標や重点目標は，「個別の教育支援計画」と「個別の指
導計画」の目標に反映されている。 
４ ３ ２ １ ア 
Ⅱ．教育課程の編成・実施・評価の様子について （イ．カリキュラムのPCDA） 
Ⅱ-1 総じていえば，特色かつ創造的な教育課程を編成している。 ４ ３ ２ １ イ-全体 
Ⅱ-2 単位時間の弾力的運用や週時程の工夫をしている。 ４ ３ ２ １ イ-全体 
Ⅱ-3 学校経営計画，学部経営案，学年経営案，学級経営案は，それぞれの目標
や内容が連動しているように作成されている。 
４ ３ ２ １ イ-P 
Ⅱ-4 教育課程表（全体計画，年間指導計画，指導内容表等）を見れば，学校学
部全体の指導内容が一目で分かるようになっている。 
４ ３ ２ １ イ-P 
Ⅱ-5 教育課程は，学校学部の教育目標や重点目標を踏まえた教科横断的な視点
で，目標の達成に必要な教育の内容が組織的に配列されている。 
４ ３ ２ １ イ-P 
Ⅱ-6 各教科等の教育目標や内容の相互関連が一目で分かるような教育課程表
（全体計画，年間指導計画，指導内容表等）が作成されている。 
４ ３ ２ １ イ-P 
Ⅱ-7 指導事項の系統性が一目で分かるような教育課程表（全体計画，年間指導
計画，指導内容表等）が作成されている。 












４ ３ ２ １ イ-P(C) 
Ⅱ-11 知的障害がある児童生徒に対して外国語活動（英語）を小学部から設定す
る際には，その根拠を明確に示しながら教育課程を編成している。 
４ ３ ２ １ イ-P(C) 
Ⅱ-12 重複障害がある児童生徒に教科等の一部または全部を「自立活動」に替え
る際には，その根拠を明確に示しながら教育課程を編成している。 
４ ３ ２ １ イ-P(C) 
Ⅱ-13 教職員は，学校学部の年間指導計画を活用して指導を行っている。 ４ ３ ２ １ イ-D(P) 
Ⅱ-14 教職員は，学校学部の年間指導計画を，児童生徒の障害特性や実態に応じ
て，柔軟に変更しながら実施している。 
４ ３ ２ １ イ-D(P) 
Ⅱ-15 教職員は，学校学部の教育目標や重点目標及び個別目標を意識して授業や
行事に取り組んでいる。 
４ ３ ２ １ イ-D(ｱ) 
Ⅱ-16 教科書等に沿って授業を行うのに手一杯な教職員が多い。（逆転項目） ４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-17 児童生徒の障害特性や実態に合わせて自分で授業を考えたり，教材・教具
を開発して授業を行うのに手一杯な教職員が多い。（逆転項目） 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-18 教職員は，各教科等の教育目標や内容の相互関連を意識して，日々の授業
を行っている。 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-19 教職員は，既習事項や，先の学年で学ぶ内容との関連（系統性）を意識し
て指導している。 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-20 教職員は，学校学部の年間指導計画の改善に役立つような記録（メモ）を
残している。 
４ ３ ２ １ イ-D(c) 
Ⅱ-21 少なくとも年に一度は，学校学部の教育目標や重点目標及び個別目標の達
成度を測っている。 




４ ３ ２ １ イ-A(ｳ) 
Ⅱ-23 児童生徒の学習成果の評価だけでなく教育課程や授業の評価も行ってい
る。 
４ ３ ２ １ イ-C 












４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-28 パフォーマンス評価など，思考力・判断量・表現力などを評価する方法の
開発や実施に取り組んでいる。 
４ ３ ２ １ イ-D(C) 
Ⅱ-29 総合的な学習（探究）の時間において，課題の設定からまとめ・表現に至
る探究の過程を意識した指導をしている。 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-30 自立活動において，課題選定，指導内容，指導方法，実際の指導，評価に
至る一連の過程について，個別の指導計画に基づいて指導をしている。 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-31 特別な教育課程（日常生活の指導，遊びの指導，生活単元学習，作業学習）
を設定している場合には，教科の目標が含まれ，評価も明確にしている。 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-32 全員の児童生徒に対して，「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」
を作成しており，PDCAサイクルとして機能している。 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-33 各教科等の授業において，児童生徒の主体的・対話的な学習が取り入れら
れている。 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-34 各教科等の授業において，児童生徒の深い学びに迫るような学習が取り入
れられている。 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-35 各教科等の学習内容は，将来の自立を目指し，実生活や社会での出来事に
関連付けて指導するよう心がけられている。 
４ ３ ２ １ ア 
Ⅱ-36 学校の研究主題は，学校学部の教育課題と連動している。 ４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-37 教職員は，学校学部の研究主題を意識して日々の授業を行っている。 ４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-38 教職員は学校学部の授業研究の成果を日常の授業に積極的に生かしてい
る。 
４ ３ ２ １ イ-D(A) 
Ⅱ-39 学校学部として取り組んでいる授業研究が学校学部の課題解決に役立っ
ているかについて評価している。 




４ ３ ２ １ イ-D(ｶ) 
Ⅱ-41 自立活動では，障害の改善・克服の内容に取り組むことで，児童生徒が将
来の自立に向かっていることを意識するような学習が行われている。 
４ ３ ２ １ イ-D(ｶ) 
Ⅱ-42 地域の人材や素材を積極的に活用する教職員が多い。 ４ ３ ２ １ イ-D(ｶ) 
Ⅱ-43 目標の達成度は，保護者・地域等に公表している。 ４ ３ ２ １ イ-C(ｶ) 
Ⅱ-44 学校学部の教育の成果と課題を保護者・地域と共有し，共に解決策を考え
たりする機会がある。 
４ ３ ２ １ イ-A(ｶ) 
Ⅱ-45 児童生徒のアイディアや意見を取り入れ，児童生徒と共に教育活動を創り
出している。 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-46 授業の進め方や学習スキルを児童生徒も知っており，教師と児童生徒が協
力しながら授業を進めている。 
４ ３ ２ １ イ-D 
Ⅱ-47 教育課程の評価や計画にあたって，児童生徒や保護者の意見も参考にしな
がら取り組んでいる。 
４ ３ ２ １ イ-C 
Ⅱ-48 総じて判断すると，カリキュラムに関する PDCA サイクルはうまく機能し
ている。 
４ ３ ２ １ イ-全体 
Ⅲ．教育課程の編成，・実施・評価活動への支援活動（経営）の様子について 
（ウ．組織構造，オ．リーダー，カ．家庭・地域社会，キ．教育課程行政） 
Ⅲ-1 校長は，教育と経営の全体を見通し，ビジョンや方針を明確に示している。 ４ ３ ２ １ オ 
Ⅲ-2 校長の経営方針に，児童生徒の障害の改善・克服や将来の自立に向けた教
職員の力量形成方策が明確に位置づけられている。 
４ ３ ２ １ オ 
Ⅲ-3 副校長・教頭は，ビジョンの具体化を図るために，学校として協働して取
り組む体制や雰囲気づくりに尽力している。 
４ ３ ２ １ オ 
Ⅲ-4 主事や主任は，ビジョンを基にカリキュラムの工夫や研究推進の具体策を
示して実行している。 
４ ３ ２ １ オ 
Ⅲ-5 全ての教員が，立場や役割に応じてリーダーシップを発揮している。 ４ ３ ２ １ オ 
Ⅲ-6 役割を担った教師に対する管理職の支援が手厚く，主事や主任のミドルリ
ーダー層はリーダーシップを発揮しやしい。 
４ ３ ２ １ オ 
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Ⅲ-7 教育課程の編成，評価や改善には，全教職員が関わっている。 ４ ３ ２ １ ウ 
Ⅲ-8 めざす教育活動を行うために必要な組織体制（校務分掌)がつくられてい
る。 
４ ３ ２ １ ウ 
Ⅲ-9 めざす教育活動を行うために，施設・設備の有効活用の工夫や環境整備を
している。 
４ ３ ２ １ ウ 
Ⅲ-10 めざす教育活動を行うために，ICT機器が有効に利用されている。 ４ ３ ２ １ ウ 
Ⅲ-11 めざす教育活動を行うために，公共施設（運動施設，娯楽施設，図書館，
科学館，美術館など）を積極的に利用している。 
４ ３ ２ １ ウ 
Ⅲ-12 めざす教育活動を行うために必要な予算確保の工夫や努力がされている。 ４ ３ ２ １ ウ 
Ⅲ-13 めざす教育活動を行うために必要な研究・研修ができるよう時間確保への
配慮がなされている。 
４ ３ ２ １ ウ 
Ⅲ-14 めざす教育活動を行うために必要な資料が用意されている。 ４ ３ ２ １ ウ 





３ ２ １ ウ（カ） 
Ⅲ-17 めざす教育活動を行うために，教員以外の専門職スタッフ（医師，OT，CT，
ST,臨床心理士，管理栄養士など）と連携協力している。 
４ ３ ２ １ ウ 
Ⅲ-18 めざす教育活動を行うために，教員以外のスタッフ（教育支援員，学習指
導員，学校図書館司書，調理員，事務員など）と連携協力している。 
４ ３ ２ １ ウ 
Ⅲ-19 教員が国や都道府県，市町村の教育委員会が開催する教育研修（悉皆，経
験年数，職務など）に参加できるように支援されている。 
４ ３ ２ １ ウ（キ） 
Ⅲ-20 教員が希望する教育研修（自主研修）について，参加しやすい雰囲気があ
る。 
４ ３ ２ １ ウ 
Ⅲ-21 教員が所属する学会や研究会等での発表等について，参加しやすい雰囲気
がある。 
４ ３ ２ １ ウ 












３ ２ １ ウ(カ) 





４ ３ ２ １ エ(ｱ) 
Ⅳ-2 教職員は，学校学部が力を入れている実践（特色）を具体的に説明できる。 ４ ３ ２ １ エ(P) 
Ⅳ-3 教職員には，自己の知識や技能，実践内容を相互に提供し合う姿勢がある。 ４ ３ ２ １ エ(D) 
Ⅳ-4 教職員には，新しい実践に対して前向きに取り組む姿勢がある。 ４ ３ ２ １ エ(D) 
Ⅳ-5 学習指導要領改訂など，教育政策の動向に関心をよせ，積極的に学ぶ教職
員が多い。 
４ ３ ２ １ エ(ｷ) 
Ⅳ-6 教職員の間に，それぞれの個性や仕事ぶりを認め合う信頼関係がある。 ４ ３ ２ １ エ 
Ⅳ-7 挑戦が推奨され，挑戦の結果失敗しても，個人が責められない安心感があ
る。 





３ ２ １ エ 
Ⅳ-9 教職員は，自ら役割を担って自主的に行動している。 ４ ３ ２ １ エ 
Ⅳ-10 教職員は，めざす教育活動のためには，時には厳しい相互批評もいとわず
議論する。 
４ ３ ２ １ エ 
Ⅳ-11 教職員は，学級学年や学部を越えて，児童生徒の成長を伝え合い，喜びを
共有している。 
４ ３ ２ １ エ 
Ⅳ-12 日々多忙な割には，負担感よりも充実感を口にする教職員が多い ４ ３ ２ １ エ 
Ⅳ-13 教職員の多忙感が強いため，今以上の役割分担の依頼や新しい実践の開始
にためらいを感じる。（逆転項目） 
４ ３ ２ １ エ 
Ⅳ-14 T-T 授業において特定の教職員（担任・担当）が休暇を取るために，仕事
の負担感が多いことを口にする教職員が多い。（逆転項目） 













３ ２ １ エ 
Ⅳ-17 総合的な学習（探究）の時間の実施について，教職員の中に熱量や力量の
差があり，指導にバラツキが生じている。（逆転項目） 
４ ３ ２ １ エ 
Ⅳ-18 自立活動の実施について，教職員の中に熱量や力量の差があり，指導にバ
ラツキが生じている。（逆転項目） 
４ ３ ２ １ エ 
Ⅳ-19 教職員には，自分が授業を行う学年・教科等及び主担当（T1）だけでなく，
学校学部の教育課程全体で組織的に児童生徒を育てていく意識が強い。 
４ ３ ２ １ エ 
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表2 『特別支援学校用カリキュラム・マネジメント チェックシート』での学校経営の平均評定 
（4 点満点） 
評価時期 開始時（10月）  1年後（10月） 
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